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「日本人の英語はどう思いますか」 不思議とよく

聞かれることです。不思議というのは，つまり日本

人全員に共通する英語の特徴があるはずはないから

です。それぞれが個人ですから，当然能力も感性も

千差万別でしょう。

しかし，多くの人の英語に大きな影響を及ぼす要

素として，英語がカタカナで教えられることがある

と思います。これによって英語を話すときの日本人

の発音はわかりにくくなっていると言えます。ぼく

が日本語を習い始めた大学一年生のことを思い出し

ます。英語をカタカナに置き換える授業を受けまし

たが，先生は色々な英単語を並べて，ぼくらはそれ

をカタカナで書かなければならなかったのです。そ

の一つは Oxfordでした。ぼくは少し悩んだ末，最

も近いと判断した「オクスフッド」と書いたのです

が，これが間違っていると言われたとき理解できま

せんでした。正解は「オクスフォード」だと？ でも，

それは英語の発音と明らかに違うのではありません

か，と反論しても，日本語ではこう書くのだ，ときっ

ぱり言い放たれてしまったのです。何となく嫌な予

感がしました。

英語を話そうとする日本人が抱える問題はここに

集約されているのだと思います。同じ東アジア人で

も，中国人や韓国人が話す英語は，必ずしも発音が

パーフェクトとはもちろん限りませんが，少なくと

も日本人より英語発音に近い分，わかりやすいです。

かれらの教育現場は全く知りませんが，ネイティヴ

の英語発音で授業を受けているはずです。

ことばがコミュニケーションのためにあることは

言うまでもありません。長年東京で暮らしているぼ

くは日本語を話しているときに英語の単語が出て

も，全て条件反射的に日本語発音で言います。そう

しなければ何を言っているか誰にもわからないとい

う極めて常識的なことですが，そういう発音ができ

ることに感心してくれるかたがときどきいます。も

ちろん一定の努力が必要なことですが，そのぐらい

のことはあたりまえだとぼくは思っています。

英語圏の人に通じる英語を話したい日本人に言い

たいのは，音をよく聴いてください，ということで

す。日本で一般的に使われている英語の表記の大部

分は間違っているので字面で判断すればまずいで

す。マス・メディアも含めてそうです。そしてその

間違いを直そうとすると，相手が迷惑がることが少

なくありません。日本は日本の論理でけっこう，と

言わんばかりの傲慢な印象を受けます。 

最低でも，人の名前はちゃんと発音してほしいで

す。先日テニスの中継を観ていたら，セリーナ・ウィ

リアムズのことを現地のアナウンサーが英語で言っ

ているにもかかわらず，日本側の解説者は頑なに「せ

れな」と呼んでいたのです。メディアの影響力が絶

大なだけにこういうことはあってはならないと思い

ます。そんなのはわからないというのも言いわけに

なりません。解決方法は簡単です。疑問があったら

ネイティヴ・スピーカーに聞けばいいです。
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